令和３年度　おおさか気候変動対策賞
　実施要領
令和３年９月
１．趣旨
（１）事業活動における温室効果ガスの排出の量の削減及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化（以下「緩和分野」という。）並びに気候変動適応（以下「適応分野」という。）に関し、他の事業者の模範となる特に優れた取組みをした事業者又は事業所（以下「事業者等」という。）を表彰します。
（２）取組内容をホームページ等で広く公表することにより、大阪府内の事業者等の意欲を高めるとともに、対策の一層の普及促進を図ります。
２．賞の名称及び種類
（１）賞の名称は、「おおさか気候変動対策賞」とします。
（２）緩和及び適応の各分野において、最も優れた取組みを実施した事業者等に、大阪府知事賞が授与されます。その他優れた取組みを実施した事業者等に優秀賞が授与されます。
また、各分野において審査の結果、特筆すべき取組みを実施している事業者等について「特別賞」が授与されることがあります。

	
	緩和分野
	適応分野

	知事賞
	1事業者等
	１事業者等

	優秀賞
	２事業者等
	２事業者等


※表彰数は、状況により変更する場合があります。
３．対象となる取組み事例
（１）緩和分野
コージェネレーション、ヒートポンプ、新エネ製品、省エネ製品、省エネ型新交通システム、ESG投資、脱炭素経営等、国内外の温室効果ガスの排出を低減する技術や製品、企業戦略の大規模導入・先導的導入及び積極的な活用、地球温暖化防止に資するライフスタイルや、地域における効果的な節電等に関する積極的な実践。
電気の需要の平準化の観点からエネルギー使用量の増加する夏期（7月～9月）及び冬期（12月～翌年３月）に取組んだ対策。
（２）適応分野
農林水産業、自然災害、水資源・水環境、自然生態系、健康等の各分野で、気候変動の影響による国内外の被害を回避又は低減する優れた適応の先進的導入及び積極的実践、企業や地域等の気候変動への強靱性や持続可能性の向上を目的とした気候変動リスク分析及び適応の導入における積極的かつ先進的な取組。
４．審査基準　

５．応募について
（１）募集方法
①自薦の手続き
事業者等は、この賞の候補となる優れた活動について、この実施要領に定めるとおり、大阪府知事に対して自ら推薦（自薦）することができます。
②他薦の手続き
市町村及び団体等は、この賞の候補となる事業者等の優れた活動があると認めるときは、この実施要領に定めるとおり、大阪府知事に推薦（他薦）することができます。

（２）応募資格
①大阪府内に事業所を有する事業者又はその事業所とします。
事業所として応募される場合は、１事業者あたり、１事業所のみとします。
事業所での応募の場合は、事業所で実施した対策を事業者全体へ広げる計画や方針を設け
ていること。
②同一の取組みにより既に「おおさか環境賞」の表彰を受けている事業者等は応募できません。
③次の各号のいずれかに該当する事業者等は受賞対象から除きます。
　　・大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受けている事業者等
　　・その他、本賞にふさわしくないと大阪府が判断した事業者等
　　例）法律や大阪府条例に基づく改善勧告、改善命令、罰則等を受けている事業者等
（３）応募書類と提出方法
①応募書類
・応募申請書

大阪府ホームページから、応募申請書をダウンロードの上、記入例を参考に記入フォームに沿って必要事項を記入してください。
・参考資料
事業概要を示す資料（パンフレット、ホームページの既存資料など）や活動内容に関する資料（報告書、新聞、雑誌記事など）があれば、応募申請書と合わせて提出してください。ただし、A4サイズで２０ページまでとし、PDFで送付してください。
②提出方法
応募書類の電子データを下記メールアドレスの「おおさか気候変動対策賞事務局」宛に提出してください
件名を『おおさか気候変動対策賞申込み』としてください。郵送は不要です。
　　eneseisaku-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
　　※提出があった日から1週間以内に到着のご連絡をいたします。
１週間を過ぎても連絡がない場合は、お手数ですが、事務局（06-6210-9553）までご連絡をお願いします。
（４）募集期間
令和３年9月10日（金）～令和３年12月10日（金）
６．現地確認
審査・選考の前に、必要に応じて事務局が現地確認を行います。現地確認が必要となる事業者等には、事務局から事前に通知します。
７．審査・選考
　大阪府環境審議会温暖化対策部会による審査を経て大阪府が決定します。
８．審査スケジュール
　12月～

現地確認（必要に応じて実施します。）
　１月下旬～２月
審査・選考（非公開）
　２～３月

表彰式
９．審査結果の発表、表彰
審査・選考後、応募者全員に審査の結果を通知します。なお、受賞者は２～３月に表彰式を行う予定です。
表彰式後に、受賞者の取組みの概要を大阪府ホームページ上に掲載します。
※表彰式は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、中止になる場合があります。

１０．「気候変動アクション環境大臣表彰」への推薦について
令和３年度おおさか気候変動対策大阪府知事賞の受賞者については、令和４年度気候変動アクション環境大臣表彰へ推薦を予定しています。大阪府知事賞の受賞者に対しては、気候変動アクション環境大臣表彰への応募について意向調査を行います。
１１．問い合わせ
おおさか気候変動対策賞事務局
（大阪府 環境農林水産部 エネルギー政策課　温暖化対策グループ）
TEL：06-6210-9553
E-mail: eneseisaku-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
参考資料２





各分野の表彰数








気候変動対策等の内容において、次に掲げる観点から優れた取組みを実施していること。（対策については、過去からの継続的なものも評価の対象とします。）





貢献度　緩和分野　 大量の温室効果ガス排出削減など、地球温暖化防止に具体的な効果を　　　　　　


示し、貢献していること。


　　　　適応分野　 農林水産業、自然災害、水資源・水環境、自然生態系、健康等の各分


野などに関して、気候変動への適応に具体的な効果を示し、貢献して


いること。


波及性　緩和分野　 製品や活動を通して、率先的行動の意義が大きく、脱炭素社会への新


たなライフスタイル変革への波及効果が期待できること。


　　　　　  適応分野　製品や活動を通じて、率先的行動の意義が大きく、気候変動適応の取


り組みへの波及効果が期待できること。


持続性　各分野共通 一過性のイベントや活動ではなく、持続可能な仕組みを確立してお


り、活動の持続的な発展が期待できること。


刷新性　各分野共通 従来の取組にはないアプローチ等により、持続可能な未来に向けた


刷新的な取り組みをしていること。











